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各焼却施設の試験焼却タイムスケジユール

西部玉造クリーンセンター
8 : 3 0  l 6 : 3 0  2 2 : 0 0  l : 0 0

一般推入 混焼時間5h ( 2 5 t )  清押作業

中央クリーンセンター
8 : 3 0  1 6 : 3 0  6 : 3 0  8 : 3 0

一般ll入 混焼時間l4h ( 7ot )  清n作業

東部クリーンセンター
8 : 3 0  l 6 : 3 0  l : 0 0  4 : 0 0

一般被入 混焼時間 8.5h ( 5 l t )  清押作業
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各測定の限度 ・基準 ・設定値

自然界からの放射線量0.04µ Sv/h+追加放射線量0.19µ Sv/h

限度値 0.2 3 µSv (マイク口シーぺルト)/h(時間)
限度値を超えた場合 ::::'・ 試験焼却を中断し、原因を検証する。

ぺクレル(Bq )------一放射能の強さ (放射性物質が放
出する放射線の量)を表す単位

シーベルト(Sv)-----・放射線が実際に人の体に及ぼす
影響の度合いを表す単位

マイク口(µ )------一基礎となる単位の100万分のlを
表すもの (ミリの1000分の1)

セシウム134 ・セシウム137一放射線を放出する元素の一つ
(放射性物質)-i認i 1mi

i _

に-
焼却施設の排ガスの基準値(3か月の平均値)
セシウム l 3 4の濃度(B q / m ) セシウムl37の濃度(Bq/ m )
十 ≦l
2 0 ( B q / m ) 3 0 ( B q/ m )

基準値を超えた場合
='' 試験続却に起因するものと認められる場合は焼却を
中断し、原因を検証する

焼却灰の設定値
一般ごみだけを燒却した状態(393Bq/kg )からの上昇幅が最大で+800Bq/kg まで

設定値を超えた場合
='' 原因を検証し、次のクールの試験焼却に反映

最終処分場の放流水などの基準値 (3か月の平均値 )
セシウム l 3 4の濃度(B q/.e ) セシウムl37の濃度(Bq/a )
- 十 一 ≦l
6 0 ( B qfa ) 9 0 ( B q/,e )

基準値を超えた場合-'' 試験焼却に起囚するものと認められる場合は搬入を
中断し、原因を検証する

安全対策
●受け入れる焼却対象物の放射性セシウム演度と量を確認する。
●一般住民が農林業系廃棄物に接しないよう 1 6時 3 0分以降に受入れる。
●焼却対象物の飛散防止と適正な混焼率を確保するため袋詰めし、 搬入する。
●監視体制の強化として、 測定対象と測定回数を増やす。
●焼却施設パグフィルターの定期点検を年 2回に増やす。
●最終処分場水処理用活性炭の交換頻度を年 2回に増やす。
●機器等修結時には、 作業に伴う空間線量の測定と飛散対策を実施する。
●管理する職員及び作業する職員は個人線量計を携帯し、 被ばく量を管理する。
●作業従事者には放射線健康診断を実施する。
●試験焼却の焼却灰の運搬は、 通学時間帯を考慮して行う。

試験焼却中断の条件
①受入れ条件と異なる農林業系廃棄物が搬入された場合。
② 排ガス中の放射性セシウム濃度が基準値を超えた場合。
③放流水等の放射性セシウム演度が基準値を超えた場合。
④ その他焼却炉が継続して安定焼却できないと判断した場合。

結果の公表
各クールごと試験焼却終了後、第三者機関に分析を依頼します。その後、結果を取りまとめ、
確認事項ごとの評価を行い、当組合のホームページ上で公表いたします。

組合ホームページアドレス http://www.〇sa ki koi ki ,jp/
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